
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  １学年の総合学習で，「防災」について学んでいます。これまでの学習の中で，自然災害の恐ろしさを 

 学んできました。その学習の一環として，過去の経験から「東日本大震災」について学習しました。 

 私たちは，過去に未曾有の自然災害を経験してきました。この経験から何を学ぶのか，今を生きる私たち   

 だからこそ，その必要性について考えていきたいと思います。 

 今回は，校長先生から貴重なお話を聞く機会をいただきました。映像を交えながら，当時の状況やそのと

きの感情などを聞くことで，防災に対して深く考えることができたようです。 

  下記に何名かの生徒の感想をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市立錦ヶ丘中学校 

第一学年  Ｎｏ．１５ 

２０２０．９．２９ 

文責 千葉佐和子 

 震災はいつくるか分からないし，その震災でいつ家族や友達のような大切なものがなくなるか分か

らないから，家があるありがたさ，あたたかいご飯を食べるありがたさ，自分の身の回りにあるもの

１つ１つのありがたさがよく分かりました。私は，震災で家族や友だちを失う，いつもみていた風景

が見られなくなる，家がなくなる，思い出がなくなるいつ来るかわからない震災にうばわれた雄勝中

の生徒さんたちは，そんな悲しみに耐えて生活している。雄勝中の生徒さんの気持ちを考えただけで，

私は涙を流していました。最後に佐藤淳一校長先生，勉強になるお話をありがとうございました。 

           ６組 Ｔ,Ⅿ 

 当日の雄勝中学校の生徒は，東日本大震災という苦難を乗り越えて，人々に勇気を与え自分がどん

なに苦しくとも弱音を吐かなかったことに僕は，感動しすごいと感じました。自分たちで手作り太鼓

を作って、一生懸命演奏している姿に感動しました。自分が被災してもやれることが何かしらあると

いうことをこの講演で学びました。                       7 組 Ｔ,I  

 ぼくは，校長先生の講演を聴き，東日本大震災が起こった後の生徒たちの姿勢が素晴らしいと思い

ました。震災で家族などの大切な人が亡くなっても，学生がそんな事実を受け入れられるはずがない

と思います。僕は震災後の街の写真の様子を見て，衝撃を受けました。普段当たり前のことができな

くなった街を見て，絶望的な思いになりました。しかしそこから再出発する人々の力に感心しました。

特に印象に残った和太鼓は，支援された人に感謝の思いを込めた迫力ある演奏は，今でも忘れられま

せん。この演奏は国内だけでなく，海外にも広まったことにびっくりしました。今度その内容をまと

めた校長先生がかいた２冊の本を読んでみたいと思います。            ６組 Ｓ,Ｉ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日プリントでお知らせいたしましたとおりに，学年保護者会を 10 月２日（金）に行います。 

今年初めての懇談会となりますので，学年スタッフの紹介や学校再開から 3 か月たった生徒たちの 

学習や生活の様子などについてご報告させていただきます。当日は，ご自分のお子様のイスを教室から 

ご持参の上，２階多目的室にお集まりいただきたいと思います。ご協力お願いいたします。 

（７組の保護者の方は，教室が３階ですので多目的室後方にあるオレンジのイスをご使用ください） 

   １４：３０～   学校経営方針説明会  体育館 

   １５：１５～   学年保護者会  ２階多目的室 

※ 説明会並びに懇談会会場には，「体育館玄関」よりお入りください。 

※ 当日は「上履き」と「下足入れ（ビニール袋など）」をご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日，３年生の実力テストが行われました。１年生は通常の授業を行っていたのですが，３年生に配慮し 

授業中も休み時間も，みんな静かに過ごすように気をつけて生活していました。すると，給食時間に７組の

教室に３年生が・・・みんな「どうしたんだろう？」と思っていたら，「私たちのために、静かに生活して

くれてありがとうございます」と一言。なんと１年生が３年生のことを思い生活していたことを、３年生が

うれしく思い感謝の気持ちを伝えに来てくれたのです。相手を思い行動するって本当に素晴らしいですね。 

そしてそれをできる錦中生は最高だと思いました。 

 私は震災のときのことを覚えていないけど，校長先生の話を聞いて東日本大震災の被害は言葉で言

い表せないほど大変で，心も傷ついたんだと分かりました。そんな中でも子供たちのために全力で行

動した校長先生は本当にすごくて，本当に優しい人だなと思いました。また，雄勝中学校の校訓「た

くましく生きよ」は校長先生が子供たちのためにした活動そのものであり，また，雄勝中学校の生徒

一人ひとりの気持ちでもあるのかなと思いました。そして，西島さんは，言葉では言い表せないほど

優しい思いやりのある人だと思いました。毎月遠くから物資を届けることや８００万円をあげるなん

てことは，普通の人にはできないし，がんになって車いすでも来てくれるなんて私には絶対無理だと

思います。震災を通して，心優しい人はたくさんいて，思いやりあうことであったかくつながれるん

だなと思いました。                             ２組 Ｓ,A 

 感じたことは，当たり前の大切さそして家族のぬくもりです。家に帰ったら親がいて，話をしてご

飯を食べたりお風呂に入ったり・・・・。「当たり前のこと」っていうのは，みんな違うと思います。

でも，みんな一緒なのは「楽しい」「悲しい」「うれしい」こういった感情だと私は考えました。楽し

かったことは、人と分かち合ったら楽しさは倍になると思います。今回の震災は悲しいことです。で

すが,悲しいだけでなく新しい発見や今まで感じてこなかった思いがわかる出来事だったともいえま

す。楽しいことはもちろん，悲しいことも「悲しかった」だけでは終わらせずに，その思いを無駄に

しないよう行動にうつしていくこと，それが一番大事なのではないかと今回の講話で分かりました。 

                                     ７組 Ｉ ,Ｋ 


